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業改良事業の一環として実施することを強調さ

れた方は昭和25年当時，私共の直隅上司であ

った密産改良係長嵯峨隆氏であり，’これを採駕

して実施せしめたのは当時の農業改良課長錦木

吉蔵氏である。その後課長は伊集院兼敏氏，擬

由孝氏を経て石井城夫氏に及び係長はii’ド年7月

岸田益雄氏に転じたが，現白三に至るまで，責に

任ずるこれらの方々が一貫して経斉検定こそ本

道酪農を背負う重要事業であるζとを理解され

‘異常の熱意を以て推進されて朱たことは本道酪

農の幸せであったと考えられ待に督しておき．た

いのである。

　・更に経斎検定事業運5；倭員会を糸旦織して不断

に御援助を賜っている北海道酪農協会常任理審

沢潤一氏を始めとする委貴の方々に深甚なる謝

意を表すると共に，この事業草創時から咋夏ま

で共に学び励んで先達としての責を果された農

業改良課川端武史氏の功を忘れてはならないも

のである。

【資料亙コ

乳牛繍齪牛成績にi

　関する考察（第3報）
　　　　　　　　　　　　　　‡
欄道農務膿脚課（・・昨・ナD　I

　　　　　　　　　　　　　　　　乳牛飼養農家の経営改善，綱i

養伎術の向一Lをねらった乳牛経

済検定は，発足以来4力年にし

て漸く検定終了1100牛頭に動

着轟騰。齪、終了し

た540頭について分析検馴した

結果と第102報所載の考察に於

いて尽し得なかったところを更

に調査碍究した数篇を取りまと

めて集録したものである。

昭和29年度

酪農経営調査告報告

　　　（第1報）

牝道海農務部農業改良諜（：｝⑪年2∫D

　28年よ　り　29年前港三三こ及，ミミタ盛

期聞ではあったが，異常な乳餌

の騰貴が農家経済を著しく潤し

たのも束の間，デフレ経済の余

波は数次に亘る乳価切下げを余

儀なくした。しかも，畿済界は

更に引続く乳価切下げの意志を

抱くの風聞がある。そこでこれ

が対策を確立し1農業経済の安

定化をはかるため，乳牛飼育農

十勝地：方における

　　　　農地交換分合

4亀海道農地開拓部　北海避変換

　　　　分鰯餐進協羨命（1二〇fl三2月）

　この調査は交換分合策一次計

画期問中　（昭和25－27）に壌

施した事業について実施経過，

計画内容を検討する目的で調査

したものである。この調査地区

．羅賢簿禦撃鶴難
　作経営を代表する地区として取

　りあげた。

7　1　上川郡新得町上催幌墨也区

　　達［　湾西郡芽掻町中伏古地区

　（筆者　田島震雄　西村1五一）

家の早態調査を行ったQ取敢えi
ず昭和．29年の牛乳坐産の輿態

がこれに取纏められた。

北海道における

　　　農地の交換平平

；1ヒ海道農地開拓部　北海3亘変換分r？推進

　　、協満會　農業委貫魯北海道漣含愈

　　　　　　　　（30Fi…3月）

（筆者　照辺良則　千葉燦郎’

塩沢照俊）

i北海道総合開発計画調査

i棚源野開発計画調査中問難ま
i
l　　北海道附酸塊局長官房開搬調査課

　　　　　　　　　　c；⑪ご｝三明）

　この調査は第1次交換分含3i
力臨調（繍125一耀7年）i．

蘭島がどのように進められ・事i

繋罐難錦織｛
　　　　　　　　　　　　　　ヒ

整機影糊悪寒i
たものであるO　　　　　　　i
　〔D　岩内郡前田村リヤムナ；

　　　イ地区
　〔亘〕　塞知郡富良勤町富丘地i

，，〕区J端繍脚1

　根回原野の附発について昭和．

2年より本格的調査と開発講想

の留立に着手した。本調査は原

野の農業経営が気象や土地条件

に恵まれないのに掬わらず，今

債1確立されていない現状にある

ρ）で，　その原医1を究明すると」寒

に，この原懸に最も必要とされ

る上農経営の確立方途を見出さ

んとするにある。（簗者大隈技官

湯川技官他）

昭和29年北海道冷災害

　　　紺策現地調査報告書

　積霊寒冷単作地帯

　　　　審議会振興対策

農林穴臣官房雛含開顎課（容⑪fl｛3月）

　昭秘29年冷害は北海道にお
いては冷害に癩うるに風讐：尊に

よって前年に倍加する惨害を蒙

り，全道的に農家経済の危擢に

直面するに至った臼

　政府の救農土木事忌は，時期

も積雪寒冷の疑二期に事藁を始め

ることに：なったが，これが適瓶

なる実施を推進すると共に，事

叢の鍵態を究明し今後の施策に

資するため鯛査されたものであ

る。（繁者　秋葉満寿次勉）
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